
新新型型ココロロナナ下下ででのの取取組組、、次次期期運運動動方方針針等等をを議議論論
第第9911回回定定期期全全国国大大会会はは規規模模をを縮縮小小ししてて開開催催へへ

〔
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に

つ
い
て
〕

港
湾
運
送
事
業
に
あ
っ
て
は
物

流
安
定
供
給
の
観
点
か
ら
国
側
よ

り
協
力
要
請
を
受
け
な
が
ら
の
就

労
と
な
っ
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
疑
わ
れ
る
事

態
と
な
っ
た
際
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体

制
は
不
十
分
で
あ
り
、
検
査
を
求

め
て
も
断
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
た

め
、
業
界
団
体
や
国
に
対
し
、
感

染
の
疑
い
が
出
た
場
合
、
優
先
的

に
検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
強
く

要
請
し
て
い
く
と
し
た
。

〔
二
〇
二
〇
年
春
闘
の
経
過
と
総

括
（
案
）
に
つ
い
て
〕

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
央
港

湾
団
交
が
中
断
中
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
各
種
取
組
の
中
止
や
延
期

も
多
く
、
異
例
の
事
態
と
な
っ
て

い
る
。
春
闘
総
括
は
書
き
難
い
状

況
に
あ
る
が
七
月
中
執
ま
で
に
は

意
見
を
受
け
な
が
ら
仕
上
げ
て
い

き
た
い
と
し
た
。

中
央
港
湾
団
交
に
つ
い
て
は
交

渉
は
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
も
の

の
、
事
務
局
間
で
の
折
衝
は
続
け

ら
れ
て
お
り
、
日
港
協
か
ら
全
国

港
湾
宛
て
に
文
章
で
回
答
が
示
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

内
容
に
つ
い
て
は
特
筆
す
べ
き
も

の
は
見
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う

が
、
全
港
湾
と
し
て
は
、
認
可
料

金
の
復
活
・
適
正
料
金
収
受
に
向

け
労
使
で
取
り
組
み
を
強
化
し
て

い
き
た
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で

の
各
種
補
償
の
強
化
を
求
め
た
い

と
し
た
。
そ
し
て
、
各
種
継
続
課

題
に
つ
い
て
は
新
た
な
方
針
を
模

索
す
べ
き
時
期
で
は
な
い
か
等
の

意
見
も
出
さ
れ
た
。

〔
二
〇
二
〇
・
二
一
年
度
運
動
方

針
（
案
）
に
つ
い
て
〕

運
動
の
基
調
部
分
に
つ
い
て
は

継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
職
種
別
最
賃
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
議
論
が
必

要
と
受
け
止
め
て
い
る
と
し
な
が

ら
、
各
地
方
の
中
央
執
行
委
員
か

ら
の
意
見
を
受
け
た
。

中
央
執
行
委
員
か
ら
は
、
脱
原

発
、
フ
ク
シ
マ
連
帯
キ
ャ
ラ
バ
ン

等
の
取
り
組
み
を
詳
し
く
書
い
て

ほ
し
い
。
パ
ワ
ハ
ラ
対
策
を
明
確

に
打
ち
出
す
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
国
に
よ
り
雇
用
延
長
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
港
湾
現
業

で
も
ト
ラ
ッ
ク
現
業
で
も
七
〇
歳

ま
で
働
く
こ
と
は
困
難
で
あ
り
反

対
表
明
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
週

休
二
日
制
と
ロ
ー
カ
ル
ホ
リ
デ
ー

と
の
整
合
性
を
と
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
等
々
で
労
働
組
合
に
と
っ
て

組
織
運
営
上
の
緊
急
事
態
が
発
生

し
た
場
合
、
ど
う
対
処
す
る
か
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
べ
き
で
は
な
い

の
か
等
々
の
意
見
が
だ
さ
れ
た
。

中
央
本
部
常
任
部
は
、
出
さ
れ

た
意
見
を
踏
ま
え
、
加
筆
修
正

し
、
七
月
に
開
催
さ
れ
る
中
央
執

行
委
員
会
で
確
認
し
て
い
き
た
い

と
し
た
。

〔
第
九
一
回
定
期
全
国
大
会
に
つ

い
て
〕

第
九
一
回
定
期
全
国
大
会
に
つ

い
て
は
新
潟
県
内
で
開
催
す
る
こ

と
で
準
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
い

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
大
勢

が
一
度
に
集
ま
る
こ
と
は
困
難
と

判
断
、
そ
の
た
め
、
九
月
二
十
四

日
、
二
十
五
日
の
日
程
で
代
議
員

だ
け
で
開
催
す
る
こ
と
に
変
更
し

た
い
と
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
会
場
に
つ
い
て
も
、
シ
ー

パ
レ
ス
も
し
く
は
愛
知
県
豊
橋
市

内
の
会
場
で
開
催
し
た
い
と
提
案

を
受
け
た
。
予
定
さ
れ
て
い
た
新

潟
で
の
開
催
に
つ
い
て
は
二
〇
二

二
年
に
繰
り
延
べ
た
い
と
の
提
案

を
受
け
た
。
提
案
は
、
議
論
の

後
、
承
認
さ
れ
、
第
九
一
回
定
期

全
国
大
会
は
代
議
員
の
み
の
参
加

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

〔
中
央
本
部
書
記
局
の
出
勤
体
制

に
つ
い
て
〕

新
型
コ
ロ
ナ
下
で
の
中
央
本
部

書
記
局
の
出
勤
体
制
に
つ
い
て
、

今
後
ど
う
い
う
形
が
よ
い
か
議
論

と
な
っ
た
。
緊
急
事
態
宣
言
は
解

除
と
な
っ
た
が
、
依
然
と
し
て
感

染
は
続
い
て
お
り
、
都
内
は
公
共

交
通
機
関
が
大
変
混
み
合
う
こ
と

等
か
ら
、
時
差
通
勤
等
を
し
な
が

ら
業
務
に
支
障
が
で
な
い
よ
う
、

中
央
本
部
と
し
て
の
機
能
が
維
持

で
き
る
よ
う
、
工
夫
し
な
が
ら
や

っ
て
い
き
た
い
と
し
た
。

そ
し
て
、
最
後
に
、
各
地
の
港

で
現
場
で
働
い
て
お
ら
れ
る
皆
さ

ん
に
敬
意
を
表
す
る
と
し
、
中
央

執
行
委
員
会
を
終
了
し
た
。

（
片
柳
悦
正
）

六
月
二
日
か
ら
三
日
に
か
け
て
第
七
回
中
央
執
行
委
員
会
を
開
催
し
た
。
今
回
の
中
央
執
行
委
員
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

リ
ス
ク
回
避
と
い
う
観
点
か
ら
シ
ー
パ
レ
ス
に
て
開
催
を
し
た
。
全
国
各
地
に
出
さ
れ
て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
緊
急

事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
た
が
、
依
然
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
続
い
て
お
り
、
港
湾
・
ト
ラ
ッ
ク
職
種
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
の

雇
用
と
就
労
に
深
刻
な
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
長
期
化
が
避
け
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、

中
央
執
行
委
員
会
と
し
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
検
討
し
な
が
ら
も
、
労
働
組
合
と
し
て
の
運
動
を
前
進
さ
せ
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
雇
用

と
就
労
、
労
働
条
件
の
改
善
に
努
め
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
考
え
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
し
た
。

春春闘闘回回答答、、前前年年比比約約550000円円減減でで終終結結

闘闘争争分分会会妥妥結結額額平平均均33，，339922円円

速速報報分分会会妥妥結結額額平平均均33，，662233円円

20春闘個別賃金交渉は依然として新型コロナウイルス感染症の影響

を受けているが、書面交渉のなど工夫を凝らした結果、全闘争分会の

約7割強の分会に有額回答が示され、その内の約9割強が妥結するに

至った。しかし、他労組において回答が示されていないことの影響も

あり、有額回答が示されていない分会もあり、20春闘の終結にはまだ

まだ時間を要するものと思われる。だが、6月に入り夏季一時金交渉

も始まっていることから、20春闘の回答集約については、6月2日・

3日開催の中央執行委員会を以て最終集約とすることが確認された。

20春闘の最終集約は以下の通り。

6月3日、最終集計

闘争分会の回答状況：318分会中228分会（72％）に有額回答が示され、
回答額平均は3，372円、率で1．17％、昨年同時期と比べて322円減とな

った。その内217分会（95％）が妥結し、妥結額平均は3，392円となっ

た。昨年の妥結額平均3，907円を515円下回る結果となった。

職種別の回答状況：港湾の回答額平均は3，703円（昨年同時期の回答
額3，990円を287円下回った）、トラックの回答額平均は2，079円（昨年

同時期の回答額2，486円を407円下回った）、一般の回答額平均は2，132

円（昨年同時期の回答額2，978円を846円下回った）。

速報分会回答状況：140分会中112分会（80％）に有額回答が示され、
回答額平均は3，611円、率で1．23％となった。その内108分会（96％）

が妥結し、妥結額平均は3，623円となった。昨年の妥結額実績4，104円

を481円下回る結果となった。

港湾関係：全倉運の回答状況
5月8日現在の集計では、加重平均で4，807円、1．85％となってい

る。

日港労連、検数労連、検定労連（シンケンは4，181円で大筋合意）、

大港労組の回答額は5月段階では示されていない。

連合の回答状況
5月11日発表の第5回回答集計では、平均賃金方式で5，683円、昨

年同時期より534円の減となっている。

300人未満の中小組合では、平均賃金方式で4，725円、昨年同時期よ

り200円の減となっている。

国民春闘共闘の回答状況
6月1日発表の第7回回答集計では、加重平均で6，070円、2．12％、

昨年同時期より額では205円の増、率では0．08％の増となっている。

日本経団連の回答状況
5月21日発表の第1回回答集計では、加重平均で7，297円、昨年実

績より額では948円の減となっている。

以 上

東京都大田区蒲田
5の10の2

全日本港湾労
働組合機関紙
（毎月1日発行）

一部20円（組合員の購読料は
組合費の中に含む）

発行責任者

松 永 英 樹
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港港湾湾荷荷役役作作業業のの労労働働災災害害防防止止ののたためめ情情報報共共有有促促進進をを
～～港港湾湾災災防防協協会会のの取取りり組組みみ～～

新型コロナウイルス感染症の拡大が懸念される

中、また、これから暑い夏を迎える中、現場で奮

闘されている組合員の皆さん、お疲れ様です。

さて、港湾における労働災害の防止に努めてい

る組織として、港湾災防協会（正式名称

：

港湾貨

物運送事業労働災害防止協会）があることをご存

じでしょうか？

港湾災防協会とは、皆さんの勤務先などの港湾

貨物運送事業者が会員となって組織している団体

で、労働者の安全及び衛生を確保するための措置

に関する指導及び援助、労働災害の防止に関して

自主的な活動を行ない、労働災害の防止のための

活動を促進し、港湾貨物運送事業における労働災

害の防止を図ることを目的としている組織です。

港湾貨物運送事業労働災害防止規程を定め、

日々、港で働く皆さんの安全をバックアップして

います。

現在、港湾における各種事故は以前と比べれれ

ば格段に減少してきてはいますが、それでも平成

30年の集計だけでも、墜落・転落事故が83件、は

さまれ・巻き込まれが59件と発生しており、港湾

がいかに危険を伴う職場であるか見て取れます。

そこで、港湾災防協会は、この間、事故防止に向けて取り組んできた改善事例等を写真でまとめ、事故防止に

向け役立てていただきたいとしています。

本紙「港湾労働」に掲載できる分量は限られますが、皆さんの職場における安全点検に少しでもお役立ていた

だければと思います。

最後になりますが、港湾災防協会のＨＰには、新型コロナウイルス感染症対策に関する各種資料等、安全に関

する各種資料が掲載されていますのでアドレスを紹介しておきます。お時間のある時にご覧ください。

（片柳悦正）

港湾災防協会HP

http://www.kouwansaibou.or.jp

上屋倉庫に防潮扉が設置された事例

岸壁通路のコンクリート剥離が補修された事例

ガントリークレーンに、逸走防止用のディスクブレーキが装着された事例

岸壁の排水桝のくぼみが、舗装工事により補修された事例
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